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2014 winter鹿田遺跡第25次調査　　烏帽子をかぶった人骨がみつかる!
えぼし
　本年1月～ 8月に実施した第25次調査では、
弥生時代後期～江戸時代の集落が確認されま
した。その中でも特に注目されるのは、烏帽子
が出土した墓と、幼児の頭骨が出土した墓です。
　烏帽子が出土したのは鎌倉時代末の木棺墓
です。烏帽子をかぶった状態の頭骨が出土し
ました。その周辺には鉄製小刀と毛抜きが、ま
た棺外には頭部の北側に、重ねられた青磁碗
2点と白磁皿2点が副葬品として置かれていまし
た。墓壙の中央下部には、小さな穴が掘られ、
その中に折敷(おしき)に載せられた土師器の皿
と銭が納められていました。こうした烏帽子の
出土状況や、埋葬前の地鎮の様子の類例は
管見の限りではみられません。今後、烏帽子
の材質・形状や歯の分析から身分や年齢が推
定できるかもしれません。
　幼児の頭骨が出土したのは平安時代末頃の
墓です。墓壙の規模は1.2×0.7mで、頭から足
までの骨が残っていました。副葬品は白磁碗・
皿と土師器の皿2枚です。白磁碗の上に頭骨
の一部が重なった状態で出土しました。白磁
碗は伏せて置かれており、その下に白磁皿が
伏せた状態で出土しました。この2つの白磁が
かぶせられていたのは、幼児の頭骨でした。
埋葬された人物と白磁をかぶせられた幼児との
関係が非常に気になるところです。今後の人
骨の分析結果がまたれます。
折敷に載せられた皿と銭　26×23cmの木製板である折敷
の中央に銭と、その周囲に皿11枚が埋納されていました。銭は2枚
がくっついたものも含めて5枚あり、中央の孔に鉄釘状の棒がさし込
まれ状況でした。
棺内の遺物と墓壙中央下部の皿（南から）
　1.8×0.9mの墓壙に1.3×0.75mの木棺が納められています。木
棺の北西コーナーに烏帽子が、木棺の下部に皿群の東半が出土し
ています。
烏帽子と頭骨　黒漆塗りの烏帽子が三角形状に残っています。
烏帽子の下端に茶色く見えるのが頭骨です。また鉄製の小刀が棺の
側縁に沿って置かれています。烏帽子の脇には木棺の北西角に棺材
をとめるために打たれた釘がみえます。
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編 集後記
　キャラクター募集企画のスタ トー当初には応募が少な
いのではと心配していましたが、新聞等を通じての広報
も成果があり、多くの作品が集まりました。一人で複数
作品を応募された方もいれば、玉野商業高校からは70
名を超える生徒さん、また夫婦・親子・一家など、みなさ
んで楽しんでキャラクターを考えてくれました。これをきっ
かけに鹿田遺跡に興味を持ち、身近な歴史にふれてい
ただければと考えています。　　　　　 　（岩﨑志保）
　2013年度に実施した鹿田遺跡発掘30年記念イベントのひとつとして、鹿田遺
跡のマスコットキャラクター を募集しました。募集期間の10月～1月に応募された
作品は124点。11歳～77歳と幅広い年代の117名から、それぞれ想いを込めた作
品があつまりました。
　全作品を、岡山市シティミュー ジアムで2月7日～23日に開催した第3回特別展
｢鹿田発掘30年  弥生時代を語る｣の会場で掲示し、来場者の投票により、優秀
作品15点を決定しました。
決定!
鹿田遺跡マスコットキャラクター
URL http://www.okayama-u.ac.jp/user/arc/archome.html
キャラクターの名前を募集します！
詳細はセンターホ ムーページへ
???????
棺釘
頭骨歯
第3回 特別展で開催した講演会を紹介します。
(2014年2月８日　岡山シティミュージアム)
考古イラストを描くー 何しろ人が主役ー
早川 和子（考古イラストレーター）
武蔵野美術大学卒業
アニメスタジオ マッドハウス、京都府埋蔵文化財調査
研究センター整理員を経て考古イラストレーターに。
『発掘された日本列島』2004年～2007年　
『よみがえる日本の古代』小学館　など多数
完成まぢかの塔
讃岐国分寺跡資料館蔵
描き始めたきっかけは？
　考古のイラストを描き始めて25年ぐらいになりますが、もとも
と考古学が好きだったのではなく、ポスターやデザインの仕事を
していました。その後、発掘整理員として働くことになりました。
ある時、報告書を作る際に「柱の穴ばかりだと分からないから、
ここに柱を描きましょうよ。」「柱を描いたら屋根を描いてみませ
んか。」「ここは瓦を造ったところだから瓦職人描いたらどうでしょ
う。」といってイラストを描かせてほしいとお願いしました。そうやっ
て初めて描いたイラストが、現地説明会の資料になりました。そ
の時、資料を考古学の専門家の方が見て、「人間は上手だけど
建物はいかんなぁ。これじゃ壊れる。」と言われ、「この人に建
物の書き方教えて、イラストを描いてもらおう」となりました。
面白そうだったので、それからイラストを描くようになりました。
なぜイラストを描き続けるんですか？
　こういう仕事を続けられた理由は考古学研究者の方が、
非常に面白いということです。マイクロバスで遺跡を見に
行ったときのことです。バスが止まり、ドアが開くや否や、
皆さん遺跡に走って行かれるんです。別にゆっくり歩いて
行っても構わないぐらいの距離なのに…。そういう光景を
見ていると、とてもかわいいなって思います。一緒に取材す
るとすごく面白いです。考古学が好きというよりも、考古を
やっている研究者さんが好きというのが一番近いかもしれま
せん。
描く時のコツは？
　奈良時代の寺院を描く時を例にしますと（左の図）、くわ
しい高さや構造はわかりませんが、屋根の軒にしても、す
ごく複雑で描くのが難しいです。そのような時は真上から
描きます。また塔の高さは高所恐怖症の人が怖くなるぐら
いの高さですが、イラストでは足場が少ししかありません。
実際こうだと、作業中に何人も人が死にますよね。実物の
足場に忠実に描くと、中の様子がわからなくなるので、省
略して書いてあります。
　何重の塔だったかについては「どっちですか？決めてくだ
さい。」とお願いしてみますが、調査担当者からは「いやぁ～、
わからないんですよ。」という答えが返ってきますので、打
ち合わせした時にわからないことをいかにごまかすかという
のも私の仕事です。私はある程度建築パースの知識はあり
ますが、最終的にはわかりやすいように変えて描いていきま
す。そうすると温かみがあって、違和感のない絵になってい
きます。
　また描くのに心を砕いているのは、登場人物の人生や対
人関係、そして喜怒哀楽です。まさに「人が主役」なんです。
考古学の遺物や遺構はそれを作った、また使った人がいた
わけで、当時の社会でも、今の社会でも人と人とのつなが
りが大切だと思います。
描くときの難しさは?
　考古学では土器がたくさんでてきます。土器は口縁部の細か
い形などで時期や地域を表します。そこまではわかるんですが、
正直その違いがわかりません。できるだけ口縁部は丁寧に書こ
うとはしていますが、それでもやっぱり線一本でもずれると時期
が変わるんですね。ある所では、この甕は口縁部が違うと言われ、
もう一度書き直してもやっぱり違うと。最後は自分で書いて貼っ
て下さいと言ったこともあります。そうしたら本当に貼ってありま
した。考古学の専門家は生涯かけて細かいことを分析しておら
れます。ですからそのような研究成果を最大限、イラストに入れ
たいですね。いい加減にしないで。
表彰式のようす（2014年2月23日 岡山シティミュージアム）
優 秀 賞
シティミュージアム賞
センター長賞
一番乗りで賞　 遠くからありがとう賞 ファミリー賞
優 良 賞
最優秀賞
鹿田と言う名が印象に残りやすいように、鹿
の頭を持ち、絵馬に描かれたサルにちなんで
体をサルにしました。
(岡山市・久保園さん・中学生)
鹿田遺跡で出土した絵馬のウシをイメージし
ました。
(倉敷市・中桐さん)
出土した絵馬から､ベースはウシにしました。
鹿田遺跡にちなんで、角は鹿のように枝分か
れさせ、服装は弥生時代っぽくしました。
(玉野市・大倉さん・高校生)
遺跡の王子様をイメージ。ポケットからはス
コップや土偶など､いろいろなものが取り出
せます。
(高梁市・大畑さん)
山の幸を売り歩いてい
る、座敷童に近い鹿の
妖怪。鹿田藤原邸にも
何度かお世話になってい
る、という想定です。
(岡山市・植田さん･
中学生)
絵馬のウマ・ウシ・
サル、仲良く踊れ
ば怖い物なし。
(岡山市・宮本さん・
高校生)
鹿田キャンパスにある遺跡な
ので、弥生人に白衣を着せ
ました。(倉敷市・井川さん)
烏帽子をかぶった猿を
モチーフに、様々な時
代の複合遺跡である鹿
田遺跡の出土品を組み
合わせました。
(神戸市・本山さん)
副センター長賞
猿をモチーフに、愛ら
しい形の手焙形土器と
組合わせました。土器
に住み着いた麻呂まゆ
の猿です。
(岡山市・井上さん)
鹿田遺跡をイメージした覚えやすい
キャラクターとして、ハニワの鹿を元
に作成しました。鹿田の”田”の模様
のズボンをはいています。
ころんと丸みを帯びたデザインで色合
いも優しい雰囲気にしました。
(倉敷市・山本さん)
美味しそうで賞
分銅形土製品をエンブ
レム風に。弥生人はど
んな思いでこの顔を描
いたのかなあと思いイ
メージしました。
(岡山市・横山さん)
かわいいで賞
出土した猫形木製品か
ら考えました。絵馬を
手にもっています。
(岡山市・高田さん・
小学生)
鹿田から出土しているカマド
や土器をくみあわせました。 
(真庭市・柴田さん)
出土品の動物たちを戦隊も
のにイメージ。
(岡山市・久保さん・中学生)
猿形木製品をモチーフに親しみや
すく、かわいいイメージで表現しま
した。(新潟県三桑市・三巻さん)
※所属は2014年2月時点のものです。
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皿と土師器の皿2枚です。白磁碗の上に頭骨
の一部が重なった状態で出土しました。白磁
碗は伏せて置かれており、その下に白磁皿が
伏せた状態で出土しました。この2つの白磁が
かぶせられていたのは、幼児の頭骨でした。
埋葬された人物と白磁をかぶせられた幼児との
関係が非常に気になるところです。今後の人
骨の分析結果がまたれます。
折敷に載せられた皿と銭　26×23cmの木製板である折敷
の中央に銭と、その周囲に皿11枚が埋納されていました。銭は2枚
がくっついたものも含めて5枚あり、中央の孔に鉄釘状の棒がさし込
まれ状況でした。
棺内の遺物と墓壙中央下部の皿（南から）
　1.8×0.9mの墓壙に1.3×0.75mの木棺が納められています。木
棺の北西コーナーに烏帽子が、木棺の下部に皿群の東半が出土し
ています。
烏帽子と頭骨　黒漆塗りの烏帽子が三角形状に残っています。
烏帽子の下端に茶色く見えるのが頭骨です。また鉄製の小刀が棺の
側縁に沿って置かれています。烏帽子の脇には木棺の北西角に棺材
をとめるために打たれた釘がみえます。
2014年12月5日　発行
■編集発行
　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
〒700－8530　岡山市北区津島中3丁目1番1号
TEL･FAX（086）251－7290
編 集後記
　キャラクター募集企画のスタ トー当初には応募が少な
いのではと心配していましたが、新聞等を通じての広報
も成果があり、多くの作品が集まりました。一人で複数
作品を応募された方もいれば、玉野商業高校からは70
名を超える生徒さん、また夫婦・親子・一家など、みなさ
んで楽しんでキャラクターを考えてくれました。これをきっ
かけに鹿田遺跡に興味を持ち、身近な歴史にふれてい
ただければと考えています。　　　　　 　（岩﨑志保）
　2013年度に実施した鹿田遺跡発掘30年記念イベントのひとつとして、鹿田遺
跡のマスコットキャラクター を募集しました。募集期間の10月～1月に応募された
作品は124点。11歳～77歳と幅広い年代の117名から、それぞれ想いを込めた作
品があつまりました。
　全作品を、岡山市シティミュー ジアムで2月7日～23日に開催した第3回特別展
｢鹿田発掘30年  弥生時代を語る｣の会場で掲示し、来場者の投票により、優秀
作品15点を決定しました。
決定!
鹿田遺跡マスコットキャラクター
URL http://www.okayama-u.ac.jp/user/arc/archome.html
キャラクターの名前を募集します！
詳細はセンターホ ムーページへ
???????
棺釘
頭骨歯
